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編集後記
　安藤先生は 30 歳とお若く、表紙の写真にあるようにセーターを着て研究室で学生
の中に混ざっていると誰が先生かわからないほど、親しみやすい雰囲気をお持ちで
す。インタビューでも見た目の雰囲気そのままで、飾らずに気さくに話をしていただ
きました。
　コラムにある、“深く、深く理解する” は、本の紹介にある “反社会学講座” にもつ
ながっており、安藤先生が一番大切にしているモットーではないかと思います。筆者
も思いを新たにしようと思うコラムでした。皆さんの心にも響きましたでしょうか？
� （松林真奈美）
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　何かを理解したと言えるのはどういう時
でしょうか。物理の勉強をしていると、式
展開を追うことができれば理解したとい
う錯覚に陥ってしまうことがあります。あ
るいは、教科書に書いてあること、先生
が言っていることは正しいんだと鵜呑 ( う
の ) みにしてしまう。これは何かを理解し
たと言えるのでしょうか。
　The Feynman Lectures on Physics と
いう有名な本の中で、リチャード・ファイ
ンマンは、物理学者ポール・ディラックの
言葉を引用して、次のように書いています。

「What it means really to understand 
an equation—that is, in more than 

a  s t r ic t ly  mat hemat ic a l  sen se —
was described by Dirac. He said: "I 
understand what an equation means 
if I have a way of f iguring out the 
characteristics of its solution without 
actually solving it."」つまり、物理を理
解するとは、現象を記述する方程式を実
際に解かないでも、与えられた状況の下
で何が起こるべきかが分かっていることだ
ということです。計算するとこうなるんだ！
というのは、残念ながら何かを理解した
ことにはならないのです。
　学校では、正解のための道筋が分かっ
ている問題を、決められた時間内に１人
で早く解くことが要求されています。これ
を達成するためには、ファインマンやディ
ラックが定義したような「理解」は必要
なかったかもしれません。しかし、研究

深く、深く理解する
安藤 和也

や実社会で直面する問題はほとんどの場
合これとは真逆で、誰も答えを知らない
問題の解を見出すことが常に求められま
す。研究では、何が起こっているのか分
からない現象を様々な方法で調べ、その
答えを見つけるためのヒントを集めていき
ます。正解までの道筋が手の届く範囲に
あるかどうかも分かりません。調べればど
こかに答えが載っていた試験問題と比べ
れば、これほどの難問はないでしょう。し
かし、私たちには、偉大な先人達が長い
年月をかけて築いた膨大な知識の結晶が
あり、自分の知らないこと、不得意なこ
とを補ってくれる仲間がいます。制限時間
はありません。このような中で次の時代に
つながる科学・技術を切り拓くためには、
何かを深く「理解」している必要があるの
です。
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　本年 10 月に、“先端材料評価センター”を開所いたしました。
このセンターは、経済産業省補助事業「地域イノベーション
協創プログラム補助金」により、新規材料の評価技術の開発
と提供を地域関連企業に対して円滑に行うことを目的として
おります。
　下記の先端材料加工・評価装置を導入しており、皆様から
の活用をお待ちしております。

導入装置
◦多次元イメージング解析システム  Tecnai Osiris（FEI）
　右上の写真です。
◦アブレシブジェットカッター  Varuna（スギノマシン）
　右下の写真です。
◦多目的マイクロ元素分析システム  M4 TORNADO（Bruker）

利用時間：平日　午前 9:00 ～ 17:00

その他、使用料金、予約方法など詳細な情報につきましては、
下記 Web ページをご覧ください。
Web：http://www.sfr.st.keio.ac.jp/aerospace.html

先端材料評価センターのご紹介


